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1．モデルの導出 
  鄭州市の都市計画図（図 1）から、鄭州市の市街地は
「二七広場」を中心として商業業務機能等が分布してい

る。「二七広場」は、交通機能節点としての機能も有して

いる当該地区の中心である。幹線道路が市中心から放射

状で整備され、都市の外延部で環状道路が整備されてい

る。本研究では同心円モデルで鄭州市街地の変化を分析

する。 

 
Study on change of Land Cover and Urbanization process of city in middle of Huanghe region.  To Syusui, et al 

 
 

図 1 鄭州市計画図 
 

2．都市モデルの構築 
市街地の変化量と市中心からの距離との関係を分析す

る。鄭州市の都市化状況を明らかにするために、図 2 に
示すように二七広場からの距離及び方位別にエリアを設 

図 2 市街地変化量を示すエリア 

定し、各エリアにおける市街地の変化量について把握す

る。都市の中心から、距離は 250ｍ刻みで 17km までを対
象とし、方位は、D1、D2、D3、D4、D5、D6、D7、D8
の 8方位とする。 
方位別市中心からの距離と市街地変化量の関係を図 3、

4に示す。 
 市街地の変化量と距離の関係（D1-D4）
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図 3 市街地変化量と市中心からの距離との関係(D1-D4) 
 市街地の変化量と距離の関係（D5-D8）
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図 4 市街地変化量と市中心からの距離との関係(D5-D8) 
 
D1 では市中心から 1ｋｍ範囲以内では大きな変化は見
られず、1～3.5ｋｍの範囲では市街地が減少の傾向をみせ
ている。3.5～8ｋｍの範囲では市街地の増加量が多く、8
ｋｍ以降市街地の増加量は縮小している。D2 では 1ｋｍ
範囲以内では市街地に変化は見られなかった、1～2ｋｍ
の範囲で市街地面積は大きく減少しており、中でも 1.3ｋ
ｍあたりの地域で最も減少している。2～6ｋｍの範囲で
は市街化が進んでいる地域と進んでない地域が混在して

いるが、6～14ｋｍの範囲では市街化が大幅に進んでいる。
D3 では市中心から 5ｋｍまでの範囲では面積に大きな変
化はみられない。5ｋｍ以降は増加している傾向がみられ
る。D3では全体として変化量は小さい。D4では市中心か
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ら 3ｋｍ付近までの範囲では増加の傾向にあるが、3～6ｋ
ｍまでの範囲では大きな減少傾向にある。また、6～12ｋ
ｍの範囲では大幅に増加している。12ｋｍ以降では増加
量が落ち着いている。D5 では市中心から 3ｋｍまでの範
囲では大幅に減少していることがわかる。3～10ｋｍの範
囲で増加量が顕著である。10ｋｍ以降増加量は縮小する
傾向にある。D6 では市中心から 2ｋｍの範囲内では大き
な変化はみられず、2～8ｋｍの範囲では大きな増加傾向
がみられる。8～14ｋｍの範囲では市街地の増加に大きな
変化はみられないが、14ｋｍ以降では縮小する傾向にあ
る。D7 では 0～1.5ｋｍの範囲で大きな変化はみられず、
1.5～11ｋｍの範囲で大幅に増加している。特にその中で
も、5ｋｍあたりで最も増加していることが明らかになっ
た。11ｋｍ以降では市街地の増加が進んでいる地域と進
んでない地域が混在している。D8 では市中心から 3ｋｍ
までの範囲で大きな変化はみられず、3～12ｋｍの範囲で
大きな増加傾向がみられる。12ｋｍ以降では増加量は縮
小する傾向がある。 

※高さが高いほ

ど変化量が大きい

 
３．市街地変化量と市中心からの距離の関係 
図 5 と図 6 は市街地変化量と市中心からの距離の関係

を示したものである。 
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  図 5 市街地変化量と市中心からの距離の関係図 
 
D1、D2、D5、D8では 6ｋｍ～７ｋｍの範囲で市街地の

変化量が大きい。D3 では 0～5.5ｋｍまでの範囲では大き
な変化はみられず、5.5ｋｍ以降は市街地が増加している
傾向がみられる。D4 では中心部から 2.5ｋｍまでの範囲
では市街地が増加しているが、2.5ｋｍ～6ｋｍの範囲で減
少傾向がみられる。D6、D7では 4ｋｍ～5ｋｍの範囲で市
街地の変化量が多い。全体として市中心部より北では広

範囲で市街地の増加しているのに対し、南側では市中心

部近郊において市街地増加が顕著である結果が得られた。 

         図 6 市街地変化量の三次元図 
 
４．黄河中流域の環境変化に関する考察 
黄河中流域都市群の位置関係を図 7 に示す。周辺都市
の市街化が急速に拡大し、鄭州市と周辺都市の間に人口

流動、経済・産業の交流が活発化している。一方、農業

の衰退が進行しているため、農地の効率的運営のために

生産物の調整（種類や量）を行う必要がある。また、環

境面では、黄河中流域全体としては水資源の不足と水質

汚染等の喫緊の課題に直面している。これらの都市間に

おける生産系緑地、自然系緑地の衰退が今後進むものと

予測される。 
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         図 7 黄河中流域都市群の位置図 
 
５．今後の課題 
今後、鄭州市を中心とした中原都市群周辺地区の土地

被覆変化を把握し、その都市化プロセスを明らかにする

ともに、都市間相互の影響を詳細に把握し、その周辺の

環境変化を予測する必要がある。 
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